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考
書
誌
研
究
・
第
一
四
号
（
一
九
七
七
・
三
）

江
戸
期
の
富
士
登
山
に
か
ん
す
る
二
つ
の
写
本

『
隔
掻
録
』
と
『
富
岳
二
二
』

住
　
谷
　
雄
幸

、

は
じ
め
に

　
な
ぜ
山
に
登
る
．
か
と
聞
か
れ
る
と
、
・
マ
ロ
リ
ー
の
言
葉
を
引
用
し

て
、
「
山
が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
」
と
答
え
る
人
が
い
る
。
マ
ロ
リ
ー

は
、
第
二
回
エ
ベ
レ
入
ト
遠
征
後
の
講
演
会
で
、
「
な
ぜ
エ
ベ
レ
ス

ト
に
登
り
た
い
の
か
」
と
聞
か
れ
、
、
そ
れ
に
答
え
た
の
が
有
名
な

．
．
b
d
Φ
σ
o
器
Φ
搾
δ
貸
Φ
お
回
、
、
と
い
う
言
葉
な
の
で
あ
る
。
本
多
勝

一
は
、
「
彼
は
世
界
最
高
峰
乏
し
て
の
『
・
エ
ベ
レ
ス
ト
』
に
登
る
理

由
に
対
し
て
答
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
『
山
に
』
登
る
理
由
を
説
明

し
た
の
で
は
な
い
。
」
（
『
冒
険
論
』
）
と
断
言
し
馬
「
処
女
峰
エ
ベ
レ

ス
ト
」
に
登
る
こ
と
は
、
他
人
の
や
ら
ぬ
亡
と
を
や
る
と
い
う
創
造

精
神
か
ら
出
発
し
た
冒
険
的
行
為
で
、
彼
は
、
そ
こ
に
登
山
の
意
義

を
見
出
し
て
い
る
。
’
～
．

　
　
一
九
二
四
年
六
月
八
日
、
マ
ロ
リ
ー
は
、
ナ
ー
ヴ
ィ
ジ
と
と
も
に

　
エ
ベ
レ
ス
お
山
頂
に
む
か
っ
た
ま
ま
行
方
不
明
と
な
っ
た
℃
深
田
久

弥
は
、
こ
の
悲
劇
を
大
著
『
七
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
』
の
中
で
淡
々
、
と
描

い
光
。
・
ヒ
そ
の
彼
も
、
生
涯
山
に
登
り
つ
づ
け
貞
ヒ
、
昭
和
四
六
年
、
噛
茅
ケ

岳
の
一
角
で
急
逝
し
た
つ
多
く
の
愛
好
者
を
も
つ
『
日
本
百
名
山
』

は
第
一
六
回
（
昭
和
三
九
年
V
読
売
文
学
賞
に
選
ば
れ
た
が
馬
受
賞

に
際
し
て
、
．
－
深
田
久
弥
は
、
山
に
登
る
理
由
を
次
の
よ
う
に
記
し
て

・
い
る
。

　
　
「
私
は
山
が
好
き
だ
か
ら
、
・
骨
董
を
愛
す
る
人
が
骨
董
を
見
る
と

．
目
の
色
が
変
，
わ
る
よ
ド
つ
に
、
、
山
を
見
る
と
心
が
た
か
ぶ
る
。
、
ど
ん
な

山
で
も
い
い
。
．
五
〇
年
、
私
は
山
を
な
が
あ
、
山
へ
登
う
て
き
た
。
」

（
昭
和
四
〇
年
二
等
六
日
位
読
売
新
聞
）
．

　
旧
庵
、
こ
」
こ
数
年
、
．
か
な
肪
頻
繁
に
山
へ
登
る
よ
う
に
な
っ
た
。
・

尤
も
、
西
○
歳
を
す
ぎ
て
か
ら
山
登
り
に
熱
中
し
始
め
た
の
で
、
「
積

　　nt　一一



雪
期
の
登
山
や
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と
は
縁
か
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
私
の
登
山
に
は
冒
険
的
要
素
は
比
較
的
少
い
。
私
な
り
に
山

に
登
る
理
由
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
「
日
本
の
自
然
か
美
し
い
か

ら
」
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
て
あ
ろ
う
。

　
生
活
の
匂
い
を
静
か
に
つ
つ
ん
た
山
里
の
停
い
。
フ
ナ
や
カ
ン
パ

の
木
々
の
新
緑
や
紅
葉
の
美
し
さ
。
渓
谷
の
清
洌
な
流
れ
。
お
花
畑

の
楚
々
た
る
高
山
植
物
。
山
頂
か
ら
の
御
来
迎
と
雲
離
に
う
か
ぶ
山

々
。
こ
う
し
た
自
然
の
美
し
さ
に
ひ
か
れ
て
、
早
春
の
頃
、
新
緑
の

頃
、
梅
雨
の
晴
れ
間
、
真
夏
に
、
秋
風
が
吹
き
始
め
る
頃
、
山
が
は

な
や
か
に
紅
葉
て
装
わ
れ
る
頃
、
そ
し
て
冬
の
柔
い
日
ざ
し
の
頃
、

静
寂
な
山
々
を
探
し
て
は
山
登
り
を
続
け
て
き
た
。

　
昨
年
の
秋
、
国
立
国
会
図
書
館
て
は
、
「
山
の
文
献
展
示
会
一
江

三
期
を
中
心
と
し
て
」
を
開
催
し
た
が
、
私
は
、
企
画
班
の
一
員
と

な
り
、
江
戸
期
の
山
に
関
す
る
文
献
に
接
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ

た
。
今
回
は
、
そ
の
中
て
富
士
登
山
に
関
す
る
二
つ
の
写
本
を
中
心

に
、
江
戸
期
の
登
山
に
つ
い
て
記
し
て
み
よ
う
。

隔
　
掻
　
録

　
江
戸
期
に
は
、
信
仰
登
山
の
講
社
て
あ
る
「
講
」
が
各
地
に
つ
く

ら
れ
、
多
く
の
民
衆
か
先
達
に
伴
わ
れ
、
富
士
山
、
立
山
、
白
山
、

御
岳
、
出
羽
三
山
な
ど
に
団
体
登
山
を
行
な
っ
た
。
富
士
登
山
の
人

数
に
関
し
て
、
よ
く
引
用
さ
れ
る
文
献
に
、
『
隔
掻
録
』
（
写
本
）
か

あ
る
。
こ
の
中
に
、
「
庚
申
ヲ
家
団
ト
ス
ル
三
三
参
詣
人
数
ノ
事
」
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と
い
う
項
目
が
あ
り
、
「
今
モ
年
々
ノ
肥
人
ヲ
平
均
入
ル
ニ
吉
田
口

．
ヨ
リ
登
ル
者
一
年
八
千
人
。
其
他
ハ
駿
州
ノ
三
ロ
ヲ
合
シ
，
テ
是
二
相

伯
中
ス
ト
云
ヘ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
本
は
、
文
化
＝
二
年
目
一
八
一

六
）
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
人
口
が
約
三
〇
〇
〇
万
人
、
し

か
も
、
女
性
は
庚
申
の
年
に
五
合
目
ま
で
t
か
登
れ
な
か
っ
た
こ
志

を
考
え
る
と
、
」
年
一
万
数
千
人
と
い
う
登
山
者
は
、
か
な
り
の
数

で
あ
る
。

　
こ
の
本
は
、
江
湖
浪
人
月
所
録
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
田
所
の
伝
，

記
は
ほ
と
ん
ど
分
っ
て
い
な
い
。
序
に
森
嶋
弥
十
郎
の
友
人
で
あ
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
弥
十
郎
は
、
字
を
子
与
と
い
い
、
南

都
留
郡
谷
村
の
人
で
、
代
々
郡
内
織
の
売
買
に
従
事
し
た
豪
農
の
家

・
に
生
れ
た
。
年
少
の
頃
林
正
良
に
学
び
、
後
に
昌
平
塾
に
遊
び
、
郷

里
に
も
ど
っ
た
後
も
、
営
利
を
は
な
れ
て
育
英
に
力
を
つ
ぐ
し
た
。

，
天
明
の
大
野
曝
の
際
、
三
九
〇
俵
の
米
を
提
供
し
て
困
っ
た
人
々
に

ぼ
ど
こ
し
た
と
い
う
か
ら
義
降
心
に
も
蔑
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

子
与
は
、
文
化
年
間
、
甲
府
勤
番
支
配
松
平
定
能
の
依
嘱
を
受
け
、

『
甲
斐
国
志
』
の
編
さ
ん
に
あ
ず
か
り
、
都
留
郡
の
部
分
を
担
当
し

r
た
（
三
一
）
。
月
頃
は
」
文
化
一
「
三
年
（
一
八
一
六
）
♪
子
童
の
と
亡
ろ

幽
に
客
と
な
り
、
旧
歴
六
月
朔
日
、
、
富
士
の
山
開
き
の
時
期
に
出
合
っ

た
。
当
然
富
士
登
山
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
三
所
は
極
端
に
潔
癖
で
、
山
上
の
室
の
三
四
な
話
を
聞
く
と
登

．
る
気
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
ざ
σ
と
て
江
戸
に
帰
つ
だ
際
、
話
題
に
・

こ
と
か
く
ど
思
い
、
子
与
め
著
わ
し
売
都
留
郡
志
の
富
士
山
の
要
に
，

手
を
入
れ
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。
地
元
黒
人
や
講
中
登
山
の
人
た

ち
に
山
上
の
こ
と
を
聞
き
、
書
き
あ
げ
た
も
の
が
『
隔
掻
録
』
な
の
、

で
あ
る
。
一

　
子
工
め
記
し
た
も
の
は
、
．
豊
富
な
資
料
に
基
づ
い
で
、
．
客
観
的
に

記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
、
歴
史
的
考
証
、
山
中
の
様
子

、
な
ど
が
や
や
混
然
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
月
立
の
も

の
は
、
一
合
目
ご
と
に
区
ぎ
っ
て
記
し
て
あ
り
、
し
か
も
、
記
述
が

簡
潔
で
、
登
山
の
案
内
と
い
う
点
で
は
、
子
与
の
も
の
よ
り
数
段
ま

さ
っ
て
い
る
。
た
だ
、
眺
望
に
関
す
る
記
述
は
、
登
っ
た
経
験
が
な
．
噛

い
だ
け
に
決
定
的
に
弱
い
と
い
え
る
。
一
例
と
し
て
、
．
八
合
目
分
部

分
を
対
比
し
て
み
よ
う
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
『
甲
斐
国
志
』
「
八
合
目
膳
所
レ
謂
大
行
合
ナ
リ
、
須
走
井
ヨ
リ
登
　
三

ル
者
モ
此
ご
会
ス
。
小
罪
四
字
ア
リ
。
凡
ソ
登
山
ノ
者
早
天
二
吉
田
噛
一

ヲ
発
シ
テ
日
暮
此
二
着
ス
、
備
蓄
ロ
モ
尊
信
シ
、
三
眠
烏
帽
子
岩
二

三
ス
ル
モ
ア
リ
。
此
ヨ
リ
下
図
ス
レ
ハ
中
腹
ヨ
リ
下
思
皆
平
地
ノ
如
、

ク
見
ユ
。
日
暮
ハ
西
天
ノ
雲
紅
色
ニ
シ
テ
綿
ヲ
散
セ
ル
カ
如
ク
千
万

里
ノ
間
二
激
漫
タ
リ
。
夜
糊
入
リ
四
鼓
過
ル
マ
デ
モ
猶
ホ
如
レ
此
、
“

三
二
夜
更
ケ
ニ
至
ル
モ
不
レ
暗
。
八
鼓
ヨ
リ
ハ
ヤ
東
方
明
ニ
ナ
リ
、

横
雲
ハ
万
里
ノ
海
上
二
靡
キ
、
其
間
二
島
ノ
如
キ
モ
ノ
数
回
リ
ナ
ク
、

見
ユ
。
漸
々
二
紅
雲
東
海
止
満
ツ
レ
ト
モ
極
出
マ
’
テ
ハ
猶
数
刻
ノ
間
■

ア
リ
ト
云
」

　
『
隔
掻
鎌
』
，
「
八
合
目
、
駿
州
須
走
口
此
二
合
シ
テ
ツ
路
ト
ナ
ル
故
、

一
二
大
行
合
ト
云
ブ
。
吉
田
ノ
管
ス
ル
小
屋
五
軒
、
内
大
小
屋
ト
云
フ



者
一
軒
、
須
走
ノ
管
ス
ル
小
屋
二
軒
ア
リ
。
渾
テ
此
ヨ
リ
上
ハ
一
切

駿
河
λ
持
分
．
ニ
テ
吉
田
ハ
関
ス
、
ル
コ
ト
ナ
シ
。
登
肇
ノ
者
早
天
二
吉

田
ヲ
発
シ
日
暮
二
此
二
到
ル
、
須
走
ロ
モ
赤
同
シ
。
故
二
此
二
投
宿
、

　
ス
ル
者
十
二
八
九
ナ
リ
。
打
火
料
百
六
十
四
文
、
蒲
団
一
ッ
ノ
料
百

・
文
、
薄
一
キ
コ
ト
紙
ソ
如
ク
冷
ナ
ル
コ
ト
鉄
ノ
如
シ
の
食
ハ
雑
炊
慶
粥

ノ
類
、
飯
ハ
麓
礪
ニ
シ
テ
食
シ
難
シ
。
ス
ベ
テ
麓
ヨ
リ
各
人
齎
来
ル

食
モ
梅
干
ノ
外
乳
変
ゼ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト
云
ヘ
リ
。
此
地
暮
雲
自
色
．

ヲ
帯
、
．
亥
ノ
二
野
マ
テ
散
セ
ザ
ル
故
夜
甚
暗
カ
ラ
ス
、
丑
ノ
勉
二
一

東
方
既
上
白
ム
ト
ナ
リ
L

　
月
所
は
う
室
の
様
子
だ
げ
で
な
く
、
山
中
の
水
に
関
し
て
、
次
の
、

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
「
ス
ベ
テ
五
合
目
ヨ
レ
上
ハ
薪
ナ
ク
水
ナ
シ
。
薪
ハ
五
合
目
ヨ
リ

下
ノ
深
谷
一
鎖
リ
テ
負
澹
シ
上
り
、
水
門
氷
雪
ヲ
持
来
リ
屋
上
三
置

キ
、
日
陽
ノ
カ
ヲ
得
テ
記
田
ヨ
リ
滴
ヲ
桶
中
二
貯
ア
ル
三
二
飲
ム
ニ

、
臭
気
ア
リ
ト
云
フ
。
余
コ
レ
ラ
聞
キ
テ
直
二
気
運
セ
ツ
ト
ス
、
．
若
シ

　
一
飲
セ
バ
乍
チ
，
下
半
生
ヲ
結
果
ス
ヘ
シ
」

　
霊
峰
富
士
に
対
す
る
月
所
の
評
価

　
三
所
の
こ
σ
断
絃
さ
が
富
士
登
山
を
断
念
さ
せ
た
大
ぎ
な
原
因
で

あ
る
ガ
、
町
所
に
は
、
霊
峰
富
士
に
対
す
る
｝
つ
’
の
・
ユ
ニ
ー
ク
な
評

価
が
あ
る
。
興
味
深
い
内
容
な
の
で
、
少
し
長
い
が
引
用
し
て
み
よ

う
。
、
山
頂
の
勢
至
力
窪
の
記
述
の
部
分
で
あ
る
。

　
「
此
所
二
十
八
人
倒
シ
ト
云
フ
所
ア
リ
。
文
化
八
九
年
ゐ
頃
、
伊

勢
力
尾
張
カ
ヨ
リ
、
十
九
人
連
ノ
道
者
来
ザ
、
内
院
ヨ
ー
リ
起
り
シ
烈

風
二
身
倒
サ
レ
、
唯
一
人
免
レ
テ
、
其
他
田
上
ク
即
死
セ
シ
ト
ナ
ー

リ
。
今
其
枯
骨
累
々
ト
路
傍
ニ
ア
ゾ
。
是
ハ
仙
髄
ノ
崇
リ
ニ
シ
テ
、

此
者
共
登
山
ノ
前
前
日
、
旅
宿
ニ
テ
鹿
肉
ヲ
喫
ケ
ル
ニ
、
一
人
下
話

ザ
リ
シ
ト
云
フ
。
其
ノ
虚
実
ハ
知
ラ
ズ
。
年
々
山
中
ニ
テ
影
モ
形
モ

ナ
ク
ナ
ル
モ
ノ
三
四
人
ヅ
ツ
ア
リ
。
師
職
共
議
ク
秘
ス
事
ナ
レ
ド

，
・
モ
、
皆
非
命
二
死
ス
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
昔
ヨ
リ
絶
エ
ヌ
事
二
、
ヤ
。
し
：
…

三
山
イ
カ
ナ
ル
故
ニ
ヤ
、
夏
ハ
山
中
・
ニ
テ
人
ヲ
殺
潔
、
冬
ハ
麓
ヲ
往

来
ス
”
旅
人
二
、
折
節
凍
死
ヲ
サ
ス
ル
也
。
吾
邦
λ
高
山
二
地
獄
ト
．

称
ス
所
各
有
之
。
，
独
り
富
士
山
ノ
ミ
其
名
徳
エ
ズ
。
余
ヲ
以
テ
之
ヲ

観
レ
パ
満
山
皆
地
獄
ナ
ル
ペ
シ
。
然
ル
ニ
富
士
ノ
極
楽
ト
ハ
ナ
ゼ
詠

召
シ
タ
身
骨
殿
、
返
答
ア
ラ
バ
キ
キ
グ
ト
承
り
タ
ウ
存
ズ
ル
」

　
霊
峰
富
士
に
対
す
る
ま
こ
と
に
痛
烈
な
評
価
で
あ
る
。
．

“
お
改
め
”
に
つ
い
て

　
、
こ
の
評
価
の
是
非
を
考
察
す
る
前
に
、
〃
お
改
め
”
に
つ
い
て
記

”，

驍
ﾄ
お
こ
う
。
こ
の
引
用
文
の
前
半
の
部
分
は
、
山
頂
の
烈
風
の
た

め
に
生
命
を
お
と
し
・
た
も
の
が
少
く
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
記
述
で
・

あ
為
が
、
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
富
士
．
の
“
お
改
め
”
で
あ
る
。
心
の

汚
肌
や
身
の
汚
れ
の
あ
る
者
が
山
に
入
っ
た
と
き
、
，
山
神
は
こ
れ
を

罪
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
・
帰
途
に
精
進
明
け
（
精
進
落
ち
）
が

許
さ
れ
て
も
、
登
山
の
前
に
、
「
謹
言
グ
喫
ス
」
（
遊
女
を
買
う
こ
と
・

の
意
で
あ
ろ
う
）
ご
乏
は
許
さ
れ
な
か
っ
、
た
。
こ
の
人
た
ち
は
、
許

一」一四一



さ
れ
ざ
る
こ
と
を
し
て
山
神
よ
り
山
に
入
る
こ
ど
を
拒
否
さ
れ
、

　
“
お
改
め
”
に
会
っ
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
場
合
の
よ
う
に
、
死
体
は

■
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
｛
恐
ら
く
、
・
そ

の
風
景
を
目
撃
す
れ
ば
、
慎
然
た
る
感
じ
に
な
る
に
違
い
な
い
。

『
駿
河
国
新
風
土
記
』
に
も
、
大
宮
口
爪
合
目
胸
突
の
部
分
に
、
「
八

合
二
至
ル
。
コ
ノ
所
胸
突
坂
ト
云
詠
口
テ
、
是
ヨ
リ
道
コ
ト
ニ
サ
ガ

シ
。
壁
ノ
如
グ
立
ル
厳
石
ノ
間
二
足
ヲ
カ
ケ
テ
登
ル
ナ
リ
。
、
此
辺
ニ

ハ
嵐
…
二
‘
ア
ヒ
テ
、
吹
，
サ
ス
ラ
へ
｛
テ
死
タ
ル
モ
ノ
モ
多
シ
ト
聞
ク
。
今

回
路
ノ
ホ
ト
リ
テ
骨
ナ
ド
ノ
散
タ
ル
モ
ア
リ
テ
ワ
ビ
シ
ク
思
ブ
」
と
、

記
さ
れ
て
い
る
。
、
こ
の
事
実
に
対
し
て
、
富
士
山
の
研
究
者
の
一
人
，

で
あ
る
遠
藤
秀
男
氏
は
、
「
不
慮
の
死
を
“
お
改
め
”
な
ど
と
称
し
「

て
不
浄
者
に
仕
立
て
あ
げ
て
し
ま
っ
た
富
士
講
は
、
ず
い
ぶ
ん
イ
ン

チ
キ
な
思
想
を
ふ
り
ま
わ
し
て
い
た
も
σ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
「

を
い
い
こ
と
に
、
死
体
の
処
理
を
な
お
ざ
り
に
し
て
い
た
富
士
山
を

め
ぐ
る
人
々
も
、
い
い
か
げ
ん
な
も
の
だ
っ
た
」
（
三
二
）
と
批
判
し
、
そ

の
原
因
の
一
つ
に
、
富
士
山
の
八
合
目
以
上
は
大
宮
浅
間
神
社
の
所
．

有
地
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
が
あ
っ
た
亡
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
安
、

永
元
年
（
一
七
七
二
）
、
＝
人
の
行
き
倒
れ
の
処
置
は
、
八
合
目
以

上
の
所
有
権
を
め
ぐ
る
訴
え
と
な
り
、
．
犬
論
争
は
八
年
の
長
き
に
わ

た
ゆ
↓
，
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
、
幕
府
の
裁
許
状
に
よ
ヴ
て
犬
宮

浅
間
の
所
有
権
が
認
め
ら
れ
、
｝
八
合
財
髪
上
の
行
き
倒
れ
人
の
始
末

は
大
宮
浅
間
で
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

，
山
村
民
俗
の
会
の
代
表
岩
科
小
一
郎
氏
は
、
“
お
改
め
μ
に
ウ
い
．

　
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
「
彼
ら
く
富
士
講
の
人
々
）
ば
、
登
山
者
が
遭
難
し
た
場
合
で
も
、
、

こ
の
定
義
を
当
て
は
め
る
。
た
と
え
ば
、
冬
富
士
の
雪
崩
遭
難
を
評

し
て
、
お
山
開
き
の
済
ま
な
い
う
ち
登
れ
ば
お
罰
が
当
り
ま
す
や
と

い
う
。
お
罰
は
ど
う
も
感
心
で
き
な
い
評
だ
が
、
し
か
し
、
－
一
〇
σ

パ
ー
セ
ン
ト
不
可
抗
力
の
遭
難
と
い
う
の
は
ま
れ
で
、
遭
難
者
は
ど
・

こ
か
で
遭
難
の
因
子
を
見
落
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。
碁
・
将
棋
で

い
．
う
”
読
み
”
が
足
ら
ず
負
け
た
式
の
、
あ
の
時
こ
う
し
て
お
け
ば

と
悔
ま
れ
る
遭
難
が
噛
．
こ
こ
数
年
は
心
と
に
多
く
な
っ
た
。
尉
山
開
、

き
の
済
ま
な
い
時
期
に
登
る
な
ら
、
君
子
危
き
に
近
づ
て
心
構
え
が

・
い
る
は
ず
だ
ろ
う
、
と
富
士
講
氏
は
い
、
っ
て
い
る
の
だ
。
心
の
汚
れ
、
　
「

身
の
汚
れ
は
論
外
と
し
て
も
、
技
術
的
の
面
で
“
お
改
め
”
に
会
う
　
．
五

・
，
人
が
、
こ
の
頃
の
遭
難
者
に
は
あ
る
と
思
5
．
が
ど
う
だ
ろ
う
か
」
（
注
三
）
　
「

　
こ
れ
も
、
・
一
見
識
で
あ
ろ
ケ
。
－

山
と
生
活

　
七
か
七
、
私
が
『
隔
雌
蕊
』
に
興
味
を
も
つ
の
に
、
こ
一
の
引
用
文

の
後
半
に
記
ド
ざ
れ
た
月
所
の
富
士
観
で
あ
る
。
・
つ
ま
り
、
霊
峰
富
士

に
対
す
る
遣
瀬
の
根
本
的
な
問
い
か
け
で
あ
る
。
富
士
山
は
、
．
遠
く

・
か
ら
眺
め
て
憧
憬
の
対
象
で
あ
っ
て
も
、
自
然
め
厳
し
ざ
が
登
適
者

に
も
た
ら
す
危
…
倹
や
そ
0
周
辺
に
生
活
す
ゐ
者
に
も
た
ち
す
且
然
環

境
の
苛
酷
な
条
件
を
考
え
る
と
、
一
面
的
に
富
士
山
を
霊
峰
と
し
〃
9

・
美
化
す
み
だ
け
で
よ
い
の
か
と
い
5
1
の
が
月
華
の
批
判
の
趣
旨
な
の

、
、



で
あ
ろ
う
。

　
戦
前
、
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
岳
観
に
つ
い
て
す
ぐ
れ
た
考
察

を
し
た
吉
江
喬
松
も
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
「
信
州
の
温
泉
地
な
ぞ
へ
行
っ
て
見
れ
ば
わ
か
る
。
従
来
の
家
屋

は
・
い
わ
ゆ
る
日
本
ア
ル
プ
ス
な
る
山
嶺
に
面
し
た
方
面
は
、
尽
く
壁

に
し
て
、
そ
の
方
面
へ
は
窓
を
開
け
な
い
工
夫
が
・
し
て
あ
る
。
今
日

ま
で
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
そ
の
美
し
い
日
本
ア
ル
プ
ス
な
る
も
、
の

も
、
・
た
だ
冬
期
に
嵐
と
雪
と
を
吹
ぎ
送
る
厄
介
な
も
の
に
過
ぎ
な
か

．
つ
た
に
違
い
な
い
。
す
な
わ
ち
旧
来
の
家
は
尽
く
、
こ
の
大
山
嶺
に

．
対
し
て
は
、
背
を
向
け
て
い
る
」
（
注
四
）
　
　
　
　
　
．
　
　
－

　
つ
ま
り
、
日
本
人
は
古
く
か
ら
山
を
眺
め
、
崇
拝
の
対
象
と
し
て

い
た
が
、
．
高
峰
の
周
辺
に
住
む
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
生
活
と
の
か

か
わ
り
か
ら
、
．
別
の
山
岳
観
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
（
富
士
山
の
自
然
条
件
の
厳
し
さ
は
、
山
中
の
烈
風
と
冬

期
の
積
雪
だ
け
で
は
な
，
い
。
’
宝
永
四
年
（
一
．
七
〇
七
）
｝
二
月
の
大

噴
火
は
、
「
中
腹
に
宝
永
山
を
誕
生
さ
せ
た
。
江
戸
の
新
井
白
石
は
、

『
折
焚
く
柴
の
記
』
で
、
「
西
城
に
参
り
し
に
、
白
灰
地
を
埋
め
て
草

木
み
な
白
く
、
御
前
に
参
る
に
天
は
な
は
だ
暗
け
れ
ば
燭
を
あ
げ
て

回
し
侍
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
地
元
の
被
害
は
さ
ら
に
す
ざ
ま
じ

か
つ
た
。
降
り
そ
そ
ぐ
火
山
礫
は
馬
周
辺
の
田
畑
を
埋
め
、
暗
事
村

は
一
村
全
滅
し
た
。

　
こ
の
須
走
村
に
つ
い
て
、
後
に
詳
述
す
る
『
陰
言
雪
転
』
の
筆
者
．

和
久
田
寅
（
叔
虎
）
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
「
三
三
三
三
（
三
三
）
ノ
里
ハ
人
家
数
多
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
四

畔
不
毛
ノ
地
ニ
シ
テ
五
穀
ヲ
生
ゼ
ズ
。
如
何
ト
ナ
レ
バ
焼
砂
七
尺
ノ

上
二
人
家
ヲ
造
レ
バ
、
砂
七
尺
ヲ
穿
ザ
レ
バ
土
ヲ
得
ル
コ
ト
ナ
シ
。

サ
レ
層
ハ
田
ヲ
甜
耕
ス
丸
井
ヲ
町
尽
ヨ
リ
モ
労
ス
レ
バ
、
ト
テ
モ
…
耕
ス
ベ
キ

良
田
ヲ
得
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
僅
二
糞
土
ヲ
培
養
シ
テ
野
菜
ノ
類
プ
作

ル．

m
ミ
ナ
リ
ト
。
然
ル
ニ
何
ヲ
営
｝
シ
テ
如
レ
此
戸
数
（
二
〇
〇
あ

ま
り
の
戸
数
）
ノ
人
ヲ
養
コ
ト
ヲ
得
ル
ヤ
ト
問
フ
ニ
、
此
六
七
ノ
両

月
冨
士
参
詣
ノ
人
ヲ
宿
シ
、
或
ハ
強
力
ト
ナ
リ
、
「
或
ハ
山
上
ノ
岩
窟

二
入
テ
茶
飯
ノ
類
ヲ
篶
テ
得
ル
処
ノ
銭
ヲ
以
テ
終
年
ノ
資
財
ト
ス
ル
「

ト
ナ
リ
。
三
余
三
三
ノ
職
…
莱
モ
ア
レ
ド
モ
数
ル
ニ
足
ラ
ズ
ト
」

　
須
走
村
の
こ
の
現
実
を
聞
い
て
も
、
富
士
山
に
対
す
る
叔
兜
の
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

価
は
、
月
所
の
そ
れ
と
ば
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
。
，
　
　
　
　
　
六

　
「
三
嘆
ジ
テ
謂
う
ク
、
鳴
戸
誠
二
名
山
大
川
ノ
神
慮
ヲ
起
シ
雨
ヲ
降
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

シ
テ
天
下
ノ
民
ヲ
潤
ス
ノ
、
ミ
ナ
ラ
ズ
、
斯
ル
不
毛
ノ
専
権
ニ
モ
若
干

ノ
人
家
ヲ
建
テ
貧
シ
カ
ラ
ヌ
世
営
ヲ
ス
ル
モ
是
亦
名
山
ノ
神
助
ト
太

平
ノ
徳
化
ト
ニ
ヨ
ル
ナ
ラ
ズ
ヤ
。
是
全
ク
東
都
億
兆
ノ
商
費
三
岳
ヲ
，

信
心
ス
ル
所
ノ
細
評
ョ
ラ
ズ
ツ
パ
何
位
里
ノ
賑
フ
ゴ
ト
ヲ
得
ソ
ヤ
」

　
山
麓
の
寒
村
は
講
中
登
山
に
伴
う
収
入
に
生
活
の
糧
を
見
出
し
た

と
至
要
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
光
、
ス
キ
ー
、
登
山
に
依

存
す
る
現
在
の
山
村
の
姿
と
類
似
し
て
い
．
る
と
い
え
よ
う
。
ご
の
頃

の
講
中
登
山
に
伴
う
経
費
に
つ
い
て
、
『
三
三
録
』
．
に
は
、
山
役
銭

一
二
二
文
、
’
強
力
の
傭
…
二
四
〇
〇
文
、
岩
室
の
打
火
料
一
六
四
文
、

蒲
団
一
つ
の
借
料
一
〇
〇
文
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
一
〇
〇



文
は
、
』
現
在
の
阻
に
換
算
す
る
と
六
六
五
円
な
の
で
、
当
時
の
山
村

の
人
た
ち
の
収
入
源
の
お
影
よ
そ
を
知
る
こ
と
が
℃
き
よ
う
。

富
士
講
の
言
い
分

　
で
は
、
講
中
登
山
の
人
た
ち
は
、
何
を
求
め
て
富
士
山
に
登
っ
た

「
の
だ
ろ
う
か
。
月
所
が
名
ざ
し
で
批
判
し
た
身
長
の
言
い
分
を
記
し

「て

ﾝ
ょ
う
。
富
士
講
中
興
の
祖
身
禄
は
、
豊
か
な
資
産
を
な
げ
う
っ

て
富
士
信
仰
の
生
活
に
入
り
、
富
士
登
山
を
す
る
こ
と
四
十
五
度
、

六
十
三
の
年
に
入
定
を
決
意
し
、
食
を
断
つ
こ
と
三
十
一
日
、
七
合

五
三
烏
帽
子
岩
の
地
で
死
ん
だ
。
身
禄
の
富
士
登
山
に
対
す
る
考
え

方
は
、
そ
の
門
人
で
あ
る
藤
四
郎
（
行
名
は
日
行
青
山
）
が
代
弁
し

て
い
る
。

　
　
「
世
人
仏
法
を
信
じ
て
、
極
楽
に
往
か
ん
と
願
ふ
者
多
し
。
然
れ

ど
誰
か
一
人
極
楽
へ
ゆ
き
て
看
て
来
た
る
者
な
し
。
死
レ
て
の
向
の
ゴ

事
何
ぞ
頼
み
に
な
ら
ん
や
。
富
士
は
三
国
に
て
た
だ
一
箇
の
山
に

て
、
登
れ
ば
最
も
天
に
近
く
、
写
れ
則
ち
天
上
に
生
を
得
た
る
心
地

す
る
な
り
。
ま
た
、
富
士
の
八
合
目
に
当
り
て
、
夜
月
の
来
迎
を
拝

す
る
時
は
、
「
月
中
に
．
，
三
尊
の
如
来
現
れ
給
ひ
、
．
五
色
の
雲
た
な
び

」
き
、
其
の
尊
き
事
警
へ
ん
に
も
あ
ら
ず
。
寒
に
極
楽
と
い
ふ
は
、
袋
．

よ
り
外
に
は
あ
ら
じ
と
思
ひ
侍
ふ
。
親
尊
の
説
き
給
ひ
し
極
楽
は
・
ド

’
十
万
億
土
の
末
に
あ
り
て
、
凡
人
の
行
き
て
拝
む
こ
と
能
は
ず
。
．
我

椚
が
信
ず
る
富
士
山
上
の
極
楽
は
、
一
年
に
一
度
つ
つ
拝
ま
る
る
を

以
て
、
，
只
管
富
士
へ
参
登
つ
か
ま
．
つ
り
瞼
。
但
し
躬
の
行
あ
し
き
悪

　
人
め
登
山
す
る
時
は
、
勿
ち
山
あ
れ
震
動
し
て
、
暗
に
よ
り
て
は
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き

　
を
掴
み
て
投
げ
と
お
し
、
去
方
の
知
れ
ざ
る
も
亦
多
し
。
是
れ
則
富

　
士
の
地
獄
な
り
。
さ
れ
ば
地
獄
も
極
楽
も
こ
の
山
に
有
り
て
外
に
な
．

　
し
。
回
れ
皆
目
の
前
見
る
所
に
し
て
謳
ふ
べ
か
ら
ず
。
，
此
の
ゆ
ゑ
に

吾
個
年
々
登
山
い
た
す
な
り
」
．
・

　
藤
四
郎
は
生
涯
に
、
七
十
五
度
の
富
士
登
山
を
行
な
つ
だ
が
、
そ

　
の
理
由
を
問
わ
れ
て
、
答
え
た
の
が
前
述
㊨
一
節
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
、
天
保
六
年
（
，
｝
八
三
五
）
に
編
さ
ん
売
行
さ
れ
た
『
百
家

二
三
伝
』
の
第
二
巻
に
「
不
二
行
者
藤
四
郎
」
と
題
し
て
収
載
さ
れ
・

て
い
る
。
し
か
し
、
藤
四
郎
は
、
天
明
二
年
，
（
一
七
八
二
）
に
没
し

」
て
い
る
の
患
、
こ
㊨
答
え
は
藤
四
郎
の
直
談
で
幡
な
い
か
も
し
れ
な
　
一

塾
が
、
．
富
士
講
の
信
仰
理
念
は
三
九
に
よ
ぐ
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
編
　
七

「
者
の
八
島
五
岳
「
（
狂
歌
師
で
小
説
家
）
一
は
噛
来
迎
と
い
っ
て
も
月
の
　
＝

「
光
に
浮
ぶ
自
分
の
影
で
は
な
い
か
と
皮
肉
っ
て
い
る
が
、
内
郭
以
．

上
か
ら
見
た
眺
望
、
．
特
に
、
・
・
日
出
a
没
の
際
や
月
夜
の
光
景
は
す
ば

ら
し
い
ら
し
い
。
私
億
、
富
士
山
に
は
蔑
も
登
っ
た
こ
ど
が
な
い
，

の
で
、
山
旅
を
好
ん
だ
儒
者
平
沢
旭
山
9
（
沢
元
榿
）
の
「
登
富
士
山

記
」
か
ら
五
合
目
月
光
の
光
景
を
描
写
し
た
一
遍
を
紹
介
し
て
お
こ

う
。

　
　
「
余
適
ま
室
を
出
て
鰍
む
る
に
、
雲
間
烈
々
然
た
の
コ
正
に
陥
れ

玉
兎
の
海
に
浴
す
る
の
時
な
り
。
覚
え
ず
大
い
に
呼
称
し
て
快
よ

し
ゅ
須
翌
に
し
て
三
竿
、
「
F
世
界
変
じ
て
銀
地
と
為
る
。
孕
れ
知
ら
ず

白
雲
停
り
て
動
か
ざ
る
か
。
但
だ
積
素
三
尺
ハ
万
有
白
玉
を
為
す
を
．



見
る
の
み
。
，
而
し
て
此
の
山
大
虚
に
孤
立
す
。
真
に
，
一
朶
の
芙
蓉
の

如
く
、
大
銀
海
中
よ
り
湧
出
す
る
な
り
。
豊
に
ま
た
是
く
の
如
き
観

有
る
や
」
（
注
冷
）
．

　
　
こ
う
し
た
高
峰
の
も
つ
自
然
美
が
庶
民
の
心
を
ひ
き
つ
け
、
封
建

的
抑
圧
の
中
で
些
々
と
し
て
い
た
民
衆
は
、
弥
勒
信
仰
に
世
直
し
の
，

夢
を
求
め
、
富
士
講
は
流
行
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
か
ら
隅

寛
保
二
年
（
一
毛
四
二
）
、
安
永
四
年
企
七
七
五
）
、
寛
政
七
年
．

パ
一
七
九
五
〉
、
享
和
二
年
置
一
八
σ
二
）
、
天
保
コ
ニ
年
（
一
八
四

’
二
）
、
嘉
永
二
年
（
」
、
八
四
九
）
と
幕
府
に
よ
っ
て
次
々
と
禁
止
令
．

が
出
て
も
、
富
士
講
の
普
及
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
ゆ
た
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
江
戸
で
は
町
人
だ
け
で
な
く
、
武
士
階
級
の
中
に
も

講
に
加
わ
る
も
の
も
あ
り
、
文
化
＝
ご
年
（
一
八
一
六
）
，
「
に
は
、

　
「
所
謂
八
百
八
講
の
盛
況
を
呈
し
、
其
徒
を
染
む
る
七
万
と
称
せ
ら
、

・
れ
」
（
注
六
）
る
程
と
な
っ
た
。

　
、
三
所
は
、
、
潔
癖
の
由
に
富
士
登
山
を
行
な
わ
な
か
っ
た
。
富
士
山

で
な
く
て
も
よ
“
が
、
高
峰
大
山
に
登
り
、
大
自
然
の
美
し
さ
に
ふ

れ
た
と
き
、
営
所
は
ど
の
よ
う
な
山
岳
観
を
展
開
し
た
」
で
あ
ろ
う

か
、
私
に
ば
大
へ
ん
興
味
の
そ
そ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
『
隔
一
曲
』
の
書
誌
学
的
考
察

　
次
に
、
当
館
所
蔵
の
『
隔
記
録
』
の
書
誌
学
的
な
点
に
二
、
三
ふ

れ
て
お
こ
う
。
当
館
所
蔵
本
の
巻
末
に
は
、
「
文
化
一
四
年
丁
丑
小
春

情
人
書
写
　
蜀
山
人
」
、
「
文
政
一
二
年
嘉
辰
仲
春
臨
写
畢
　
正
心
斎
」
、

．「

ｶ
政
九
年
丙
戌
一
一
月
生
金
謄
写
凡
一
一
日
．
一
夜
竣
功
　
節
斎
三

寿
」
、
「
文
政
一
一
年
子
年
正
月
見
畢
　
倉
地
晋
行
」
、
「
天
保
七
申
年
・

六
月
写
　
伊
藤
祷
之
」
の
識
語
が
あ
り
、
何
人
も
の
手
を
．
へ
た
転
写

本
で
、
写
し
誤
り
や
誤
字
も
少
く
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
底
本
と

な
り
、
『
甲
斐
叢
書
』
，
（
昭
和
一
〇
年
刊
）
の
第
七
巻
に
翻
刻
ざ
れ
て

い
る
。
こ
の
翻
刻
は
、
、
読
み
周
違
い
が
多
ぐ
ハ
し
が
も
、
七
令
五
聖

の
部
分
は
写
し
も
れ
で
、
残
念
な
が
ち
出
来
は
よ
く
な
い
。

　
こ
の
『
隔
掻
録
』
は
、
富
士
登
山
の
案
内
記
と
し
て
は
秀
逸
な
の

で
「
、
，
現
在
、
多
く
の
写
本
が
残
さ
廓
て
い
る
。
『
国
書
総
目
録
』
に
’

よ
れ
ば
、
内
閣
文
庫
、
野
羊
堂
文
庫
、
九
大
、
‘
教
育
大
、
東
大
、
東

大
史
料
編
纂
所
、
東
北
大
狩
野
文
庫
、
立
市
刈
谷
図
書
館
、
神
宮
文
　
　
［

庫
図
書
館
、
無
窮
会
神
習
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
　
，
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

私
が
見
た
の
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
…
の
写
本
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

文
鳳
堂
雑
纂
の
中
の
一
冊
噂
、
当
館
所
蔵
の
も
の
よ
り
出
来
の
よ
い

写
本
と
い
え
よ
う
。

・
な
お
、
富
士
登
山
案
内
記
と
し
て
は
、
文
久
二
、
三
年
（
一
八
七

・
二
、
七
三
）
、
頃
の
板
行
と
思
わ
れ
る
『
不
二
山
道
知
留
辺
』
（
松
園

梅
彦
輯
、
柳
下
陽
眼
閲
、
玉
蘭
斎
貞
秀
画
、
須
原
屋
茂
丘
ハ
衛
等
刊
）

と
い
う
小
型
横
本
が
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
記
述
に
は
、
『
隔
掻
録
』

の
影
響
が
多
分
に
見
ら
れ
る
亡
と
を
付
記
し
て
お
く
。

　
『
冨
岳
雪
譜
』

　
も
う
一
冊
の
写
本
は
、
『
冨
岳
雪
曇
』
で
あ
る
。
「
こ
れ
は
、
江
戸
．



期
の
富
士
登
山
記
と
し
て
は
、
最
も
面
白
い
も
の
の
一
つ
で
あ
ろ

う
。
何
よ
ヴ
も
、
信
仰
登
山
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
潤
逆
な
富
士
肇

・
山
を
し
、
巧
み
な
文
章
で
そ
れ
を
表
現
七
て
い
る
。
著
者
は
、
和
久

田
寅
（
叔
虎
）
、
遠
州
松
浜
の
武
士
で
あ
る
が
、
履
歴
は
分
ら
な
い
。

三口

q
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
の
夏
、
友
人
二
人
と
須
山
口
か
ら
富
士
登

山
．
を
行
な
っ
た
。

　
陶
（
須
）
．
山
村
に
到
り
、
御
師
の
家
で
先
達
の
強
力
を
や
っ
た

が
、
強
力
と
の
や
り
と
り
が
面
白
い
。

　
「
強
力
来
テ
日
早
臥
鮭
十
足
ヅ
ツ
ヲ
齎
ザ
レ
六
登
降
ノ
用
ニ
ア
ツ
ベ
、
’

－
カ
ラ
ズ
ト
、
小
橋
浜
村
ノ
ニ
子
高
野
ヲ
聞
テ
各
草
鮭
十
足
ヅ
ツ
デ
買

求
タ
「
リ
。
余
ハ
独
旅
行
二
草
鮭
ヲ
好
ザ
レ
バ
常
ノ
草
履
六
足
ヲ
買
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ビ
タ
ビ

他
ノ
草
鮭
十
足
ノ
用
ニ
ア
ッ
ベ
シ
ト
イ
ヘ
バ
、
、
強
力
が
日
客
ハ
身
包
・

岳
二
陞
ル
ヤ
、
且
初
テ
ナ
ル
ヤ
ト
。
余
日
今
ヲ
初
ト
ス
、
聖
岳
ノ
瞼

易
ヲ
知
ラ
ズ
、
病
垂
ノ
山
Z
例
ニ
ナ
ラ
フ
ノ
ミ
ト
。
強
力
が
年
三
圓

回
忌
一
山
ト
標
題
シ
タ
ル
峻
瞼
ヲ
…
陞
二
他
ノ
山
ノ
例
二
・
ヨ
ル
ベ
ギ
や
況
．

ヤ
平
地
物
怖
ハ
衆
人
ノ
所
レ
為
二
随
ヲ
可
ト
ス
ト
。
余
が
日
其
隠
匿
斬

二
従
シ
戴
ル
ト
モ
汝
ノ
足
ヲ
仮
ズ
ト
。
強
力
日
霊
岳
二
陞
モ
ノ
強
将

ヲ
禁
ズ
、
客
ノ
如
キ
初
登
ノ
人
≒
シ
テ
敢
テ
先
達
ノ
辞
二
従
ザ
ル
パ
・

強
ト
イ
フ
ベ
シ
。
然
ド
モ
客
吾
言
ヲ
用
ザ
ル
ベ
シ
、
早
立
瞼
二
足
疲

ル
ト
キ
ニ
及
テ
、
始
テ
吾
忠
言
ヲ
モ
思
ヒ
回
心
ヲ
モ
懐
ベ
シ
ト
イ
と

ツ
ツ
、
頓
テ
草
履
六
足
ヲ
バ
国
庫
リ
，
ヌ
」

　
し
か
し
、
五
合
目
か
ら
砂
礫
の
登
り
に
か
か
る
と
、
二
人
の
友
人

は
草
鮭
の
問
に
砂
が
入
り
、
そ
れ
を
出
す
る
に
若
労
を
す
る
が
、
草
－

　
履
ば
き
の
叔
虎
は
試
し
売
苦
労
も
な
か
っ
た
。
登
山
旦
で
基
部
を
批

　
難
し
た
強
力
に
「
草
鮭
ヲ
買
ザ
ル
玉
茎
ハ
此
ア
タ
リ
脳
＝
ア
思
ヒ
シ
ル

　
コ
ト
や
如
何
一
こ
と
い
っ
て
か
ら
か
っ
て
い
る
。
、

　
　
五
合
目
の
岩
室
で
は
、
室
の
人
に
山
中
の
水
に
つ
い
て
質
問
し
て

　
い
る
が
、
そ
の
記
述
も
面
白
い
。

　
　
「
窟
人
答
テ
三
冠
山
砂
皮
厚
シ
テ
水
湧
出
ル
所
ナ
シ
、
」
大
雨
ト
イ

’
ヘ
ト
モ
砂
ニ
シ
ミ
テ
流
レ
ズ
、
只
㎜
絶
頂
二
一
箇
ノ
寒
泉
ア
レ
・
ト
モ
遠

．
ク
シ
ー
テ
汲
ベ
カ
ラ
ズ
。
三
二
三
間
ニ
ア
．
ル
氷
ヲ
穿
ト
リ
デ
水
ト
ナ
，

　
シ
、
茶
飯
ノ
用
ニ
ア
ツ
ル
ナ
リ
。
サ
レ
パ
古
人
ノ
句
一
　
モ
冨
士
室
や
氷
！

、
、
ヲ
出
シ
テ
土
用
干
沈
滞
唯
事
ナ
・
リ
ド
デ
石
窟
ノ
側
ヲ
指
シ
示
シ
ケ
ル

，
二
、
桶
ノ
上
．
二
薦
ヲ
掛
、
三
尺
バ
カ
リ
ナ
ル
氷
ヲ
載
テ
日
ノ
テ
ル
処
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
ラ
ツ
ラ
ミ
ル

　
．
一
巳
三
二
、
、
氷
漸
解
テ
半
痩
タ
リ
。
熟
・
視
二
氷
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
雪
ノ
　
先

　
コ
リ
ム
ス
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ニ

．擬

�
｣
ル
恒
ト
粟
粒
ヲ
カ
全
課
汐
ル
如
キ
．
モ
ラ
ナ
リ
。
実
雪
水
ニ
ハ
　
一

垢
汁
ア
リ
テ
五
穀
モ
肥
育
ト
カ
ヤ
、
サ
ル
カ
、
ハ
層
り
此
雪
水
ヲ
モ
テ
烹

　
ト
コ
ロ
ノ
物
七
曜
イ
フ
遡
及
バ
ズ
飯
粥
ノ
類
マ
デ
モ
味
ナ
キ
コ
ト
甚
・

・
ツ
。
曾
テ
欄
茸
山
二
等
ケ
ル
飯
山
火
事
場
ノ
・
粥
ヲ
暖
カ
ゴ
歩
シ
ト
」
∵

　
　
ま
た
、
八
合
唱
の
あ
た
り
で
の
植
物
や
蝶
の
観
察
も
な
か
な
か
科

学
的
で
あ
る
。
．

　
　
「
一
合
ヨ
膨
八
合
マ
デ
、
ハ
焼
毒
性
ク
シ
デ
石
筆
ヲ
ア
ラ
ハ
ズ
処
ス

ケ
勉
、
直
草
述
経
ゼ
ズ
。
・
角
倉
ヨ
リ
三
四
A
ロ
マ
デ
ニ
ハ

三
三
ノ
上
、
二
所
々
虎
杖
ト
大
忌
ト
ノ
ニ
種
ア
ル
ヲ
見
ル
ノ
ミ
。
－
然
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
マ
ジ
ヘ

　
ニ
虎
杖
、
ハ
瘡
テ
高
キ
コ
ト
漸
漸
許
、
花
紅
白
ノ
，
二
色
ヲ
雑
テ
尤
愛
ベ

シ
。
大
廟
ハ
斯
ル
砂
上
二
生
ジ
．
ナ
ガ
ラ
其
繁
茂
ス
ル
コ
ト
尋
常
ノ
物



ニ
ア
ラ
ズ
、
・
大
ナ
ル
三
方
六
七
尺
ノ
間
三
層
ハ
ビ
コ
・
リ
、
・
葉
尖
リ
堅
強

シ
。
此
ノ
頃
同
旨
三
三
シ
テ
イ
マ
ダ
開
カ
ズ
。
此
二
種
ノ
三
絶
テ
他

ノ
草
木
ナ
シ
。
此
二
種
モ
三
四
合
白
リ
上
ハ
見
ル
コ
ト
ナ
キ
ニ
、
八

合
二
到
レ
パ
虎
杖
ハ
ナ
ク
テ
大
挙
．
バ
カ
リ
岩
間
二
生
シ
テ
甚
痩
、
地

二
平
ク
ナ
リ
テ
蕾
ヲ
モ
含
マ
ズ
。
又
黒
山
ハ
草
木
ナ
キ
ユ
ペ
万
ノ
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ツ
ラ
シ
キ

、
獣
ト
モ
ニ
三
三
サ
ヘ
ル
モ
ノ
ナ
キ
．
二
、
只
器
械
・
余
八
合
ノ
上
ニ
シ

テ
蝶
ノ
生
出
タ
．
ル
バ
カ
リ
ナ
ル
ヲ
ミ
ル
。
サ
レ
ト
モ
寒
二
閉
ラ
レ
テ

飛
コ
ト
モ
能
ザ
ル
ベ
キ
ス
ガ
タ
ナ
リ
、
思
二
世
必
ズ
人
尿
虫
ナ
ド
ノ

，
類
ヨ
リ
化
生
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
カ
。
然
う
ズ
ン
バ
何
物
力
此
生
物

ヲ
化
育
セ
ン
ヤ
」

　
八
合
目
よ
り
胸
衝
の
瞼
路
を
こ
え
、
絶
頂
に
い
た
り
、
「
誠
二
雲

・
二
乗
テ
天
上
二
遊
ブ
羽
客
飛
仙
ノ
境
界
モ
如
斯
モ
ノ
ナ
ラ
ン
」
と
感

激
し
、
疲
れ
た
友
人
の
荷
物
を
肩
に
か
つ
ぎ
、
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
タ
イ
レ
　

　
　
「
肌
寒
ケ
レ
バ
陶
山
ニ
テ
撃
墜
ル
紮
衣
ヲ
障
壁
シ
テ
、
件
ノ
草
履

バ
キ
ニ
テ
平
地
ヲ
歩
ガ
ゴ
ト
グ
瞼
野
上
マ
レ
バ
小
橋
（
友
人
の
名
）

　
　
　
　
　
　
ヤ
ス
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ブ
テ
ウ
チ
　
　
コ

ノ
腰
ヲ
推
シ
、
憩
息
ノ
間
ハ
巌
頭
二
登
テ
礫
打
ナ
ド
シ
、
血
行
々

コ
ウ
タ
　
　
　
　
　
ヒ

小
謳
ナ
ド
唄
テ
興
ジ
ケ
レ
バ
、
初
陶
山
ニ
テ
諄
タ
ル
強
力
モ
、
今
一

余
が
脚
力
ノ
疲
ズ
、
草
履
モ
ヌ
ガ
ザ
ル
ニ
服
シ
テ
、
ア
ハ
レ
客
ハ
飛
”

仙
ニ
モ
近
カ
ル
ベ
シ
、
役
ノ
行
者
ノ
再
生
ニ
テ
ア
ル
ナ
デ
ン
ト
歎
ジ

ケ
リ
」

自
由
明
達
な
登
山

　
信
仰
登
山
で
は
、
山
頂
で
声
．
を
た
て
た
り
、
石
を
な
げ
る
ζ
ヒ
と

は
、
山
神
を
怒
ら
す
も
の
と
し
て
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
に
、
タ
ブ
ー

を
恐
れ
ぬ
嫡
子
の
態
度
は
、
．
山
登
り
そ
の
も
の
を
楽
し
む
も
の
で
、

近
代
登
山
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
も
の
ど
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
三
等
な
富
士
登
山
を
行
っ
た
人
の
一
人
に
川
村
錦
城

が
い
る
コ
奥
州
出
身
の
医
師
錦
城
は
大
へ
ん
な
山
好
き
で
、
谷
文
七

に
天
下
の
名
山
を
画
い
て
も
ら
い
、
朝
夕
そ
れ
を
眺
め
て
い
た
が
、

後
に
三
巻
に
ま
と
め
、
’
『
名
山
図
譜
』
（
の
ち
に
『
日
本
名
山
図
会
』

と
改
題
）
を
刊
行
し
た
。
肥
前
平
戸
藩
主
松
浦
静
山
の
著
「
わ
し
た

『
甲
子
夜
話
』
，
に
は
、
錦
城
の
富
士
登
山
の
態
度
を
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

　
「
三
番
は
殊
に
富
岳
を
好
み
幾
度
か
登
れ
り
。
居
宅
の
楼
上
に
架

を
作
ヴ
、
名
は
火
見
と
称
し
実
は
眺
岳
の
為
に
注
ぐ
。
朝
起
く
れ
ば

先
づ
架
に
上
り
て
岳
を
看
、
そ
れ
よ
り
日
用
の
事
に
就
く
、
生
涯
か

は
る
こ
と
な
し
。
晩
年
本
所
に
土
居
し
て
人
を
避
け
、
名
山
図
を
刻

行
す
、
画
は
文
士
に
か
か
し
め
し
が
、
山
形
は
み
つ
か
ら
の
指
点
な

り
と
そ
。
、
岳
に
登
る
と
き
は
必
ず
魚
味
を
携
へ
、
窟
室
中
に
て
用

ゆ
、
道
家
慨
す
れ
ど
も
肯
ぜ
ず
。
早
霜
の
高
ば
人
声
さ
へ
禁
ず
る
と

云
に
、
い
つ
も
石
に
回
し
て
笛
を
弄
し
、
三
曲
を
関
て
山
を
下
る
。

先
達
と
呼
も
の
も
如
何
と
も
す
る
こ
と
能
は
ざ
り
し
と
な
ん
」

　
錦
城
の
富
士
登
山
の
態
度
は
、
生
臭
物
を
持
参
す
る
な
ど
三
三
の

。：
〆



態
度
よ
り
も
さ
ら
に
黒
髪
で
あ
る
。

　
富
士
講
に
お
け
る
行
を
俗
信
的
な
も
の
と
し
て
強
く
反
嬉
し
た
人

に
池
川
春
水
が
い
る
。
春
水
の
『
冨
士
日
記
』
（
高
知
県
立
図
書
館

山
内
文
庫
蔵
　
写
本
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

～
「
頂
上
へ
の
登
り
始
に
も
柵
を
結
い
、
入
り
口
に
人
居
て
手
水
を

売
る
。
参
始
め
の
薬
師
と
て
あ
り
。
我
に
も
拝
め
と
い
へ
と
、
素
此

山
に
来
り
し
は
日
本
無
双
の
名
山
、
な
れ
ば
見
に
来
り
し
計
に
て
、
浅

間
へ
踏
む
深
願
も
な
け
れ
ば
、
別
て
い
わ
く
、
我
は
浅
間
様
計
志
し

参
た
り
。
薬
師
は
信
仰
に
も
な
し
、
と
い
ふ
て
行
過
く
。
九
如
此
所

袖
を
引
、
銭
を
貧
る
所
甚
多
し
。
先
達
が
い
わ
く
、
そ
の
様
に
申
さ
，

る
故
、
山
に
も
当
り
た
る
と
い
ふ
。
旧
い
わ
く
、
我
は
山
に
当
り

た
る
に
あ
ら
す
。
き
の
ふ
の
大
暑
に
当
り
淳
食
、
夕
部
の
寝
冷
に
’

て
頭
を
翌
週
。
浅
間
様
に
心
が
あ
れ
ば
詠
み
は
な
さ
れ
ぬ
筈
と
答

ふ
」
（
注
七
）

　
こ
れ
は
富
士
講
に
対
す
る
批
判
と
い
う
よ
り
は
、
神
仏
習
合
的
な
、

俗
信
に
対
す
る
烈
し
い
反
回
で
あ
り
、
否
定
と
も
い
う
べ
き
態
度
で
、

あ
ろ
う
。
春
水
は
高
知
の
下
級
武
士
の
次
男
と
し
て
生
れ
、
医
師
と

な
り
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
、
「
富
士
登
山
を
行
な
い
、
そ
の
際

の
紀
行
が
『
冨
士
日
記
』
な
の
で
あ
る
。
．

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
講
中
登
山
に
よ
っ
て
登
山
は
庶
民
の

間
に
普
及
し
、
多
く
め
人
々
が
富
士
登
山
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
、
．
、

富
士
講
の
中
に
は
、
行
き
す
ぎ
た
加
持
所
疇
や
金
も
う
け
の
色
彩
の

，
強
い
”
行
”
も
あ
り
、
、
こ
れ
ら
の
批
判
の
上
に
、
純
粋
の
自
然
美
・
・

山
岳
美
を
求
め
て
登
山
を
す
る
近
代
的
な
風
潮
が
育
っ
て
い
っ
た
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
冨
岳
雪
譜
』
の
書
誌
学
的
考
察

　
当
館
所
蔵
の
『
冨
岳
旦
夕
』
は
三
巻
も
の
の
写
本
で
、
上
・
中
巻

ば
、
遠
州
和
久
田
伊
予
虎
著
、
平
安
東
簾
静
誰
盧
校
の
『
冨
岳
雪
平
』

で
、
下
巻
は
、
『
倉
岳
雪
議
旧
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
高
田
与
清
撰
の

『
冨
士
根
元
記
』
で
、
古
今
の
文
献
を
引
用
し
て
富
士
と
い
う
名
称

を
も
つ
諸
国
の
山
を
紹
介
し
て
い
る
。
、
三
巻
と
も
か
北
町
古
河
市
川
・

三
三
画
　
吉
川
蔵
六
筆
書
と
記
さ
れ
て
お
り
、
写
本
と
し
て
の
出
来

は
よ
い
と
い
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
別
の
写
本
が
西
尾
市
立
図
書
賠
岩

瀬
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
昭
和
三
年
か
ら
四
年
に
か
け
刊
行
さ

れ
た
『
富
士
の
研
究
』
（
全
六
巻
　
古
今
書
院
刊
）
の
編
集
主
任
で
あ

っ
．
た
東
京
帝
国
大
学
史
料
編
纂
官
井
野
辺
茂
雄
氏
は
、
こ
の
文
庫
に

つ
い
て
、
．
次
の
よ
ち
に
記
し
て
い
る
。
’

　
　
「
岩
瀬
氏
は
三
河
西
尾
の
富
豪
に
し
て
、
岩
瀬
文
庫
の
設
立
者
た

る
は
普
ね
く
人
の
知
れ
る
所
、
其
文
庫
に
は
旧
水
戸
の
碩
学
青
山
氏

の
家
に
伝
は
れ
為
、
富
士
に
回
す
る
蔵
書
数
十
部
を
蔵
す
。
本
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

編
纂
ま
た
は
此
め
文
庫
に
負
ふ
所
が
多
い
」
、
（
注
八
）

あ
ど
．
が
き

詰
所
は
、
富
士
に
、
一
度
登
ら
ぬ
馬
鹿
、
・
、
二
度
登
る
馬
鹿
と
い
う
甲

［ご一



斐
の
確
言
を
紹
介
し
た
上
で
、
登
ら
ず
に
書
く
の
為
一
擬
か
と
記
し

　
て
い
る
。
だ
か
ら
、
自
分
め
記
し
た
『
冨
士
山
上
略
記
（
説
）
』
に
『
隔

掻
録
』
（
隔
靴
掻
痒
録
、
の
略
で
あ
ろ
う
）
と
名
づ
け
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
　
私
は
、
、
最
近
、
旧
記
な
空
気
の
富
士
吉
田
で
、
雪
を
か
ぶ
っ
た
秀

麗
な
富
士
山
を
間
近
か
に
眺
め
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
。
山
頂
近
く

．
の
稜
線
に
ぶ
つ
か
る
気
流
は
雪
煙
の
よ
う
な
雲
ど
な
り
、
真
青
な
空

に
白
の
色
ど
り
を
そ
え
て
い
た
。
こ
の
冬
一
番
，
の
冷
え
こ
み
に
も
か
」

’
か
わ
ら
ず
、
し
ば
ら
く
、
そ
の
美
し
さ
に
時
の
た
つ
の
を
忘
れ
て
見

．
ほ
れ
て
い
た
。
、
ド
私
も
富
士
に
は
一
度
も
登
ら
ぬ
馬
鹿
の
一
人
で
あ
る

が
、
と
の
よ
う
に
完
成
さ
れ
た
自
然
美
を
見
る
と
、
月
所
が
富
士
に

反
回
し
な
が
ら
、
．
そ
れ
に
ひ
か
れ
た
気
持
が
よ
く
分
か
る
よ
う
な
気

が
す
る
。

　
わ
が
国
で
は
、
山
と
人
間
乏
の
か
か
わ
り
あ
い
の
歴
史
は
大
へ
ん

古
い
。
農
耕
の
守
護
神
と
・
し
て
、
死
者
の
眠
る
神
聖
な
地
と
し
て
、

古
代
か
ら
山
は
崇
拝
の
対
象
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
、
山
岳
信
仰
の
発

達
に
伴
い
、
多
く
の
高
山
が
開
山
さ
れ
、
江
戸
期
に
入
る
と
、
山
廻
．

り
役
や
本
草
学
者
、
文
人
、
墨
客
の
登
山
が
行
な
わ
れ
る
一
方
、
多

く
の
庶
民
が
講
中
登
山
を
行
な
い
、
．
山
岳
の
霊
気
に
ふ
れ
、
心
身
を

浄
め
、
五
穀
豊
穣
、
、
家
内
安
全
を
祈
っ
た
。
ま
た
、
山
の
雪
形
は
農

‘
時
の
目
安
で
あ
り
、
山
は
天
候
の
変
化
の
兆
で
あ
り
、
沖
合
で
の
漁

．
業
の
目
標
と
も
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
・
猟
師
や
岩
茸
採
り
な
ど
に
と
つ
，

て
は
、
山
は
生
活
の
場
そ
の
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
日
本
の
山
々
の
多
く
は
明
治
期
ま
で
に
登
ら
れ
、
か

」
な
り
の
数
の
文
献
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
紹
介
し
た
の
は
、
僅
か

，
二
点
で
は
あ
る
が
、
両
者
と
も
、
旺
本
の
登
山
の
歴
史
の
一
端
を
浮

，
き
ぼ
り
に
す
る
興
味
深
い
「
三
献
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
注

（
注
一
）
　
松
本
定
能
　
『
甲
斐
心
志
』
　
甲
陽
図
書
刊
行
会
　
明
治
四
四
、
四

　
五
　
下
巻
巻
末
　
編
輯
の
次
第
　
二
一
頁

（
弓
馬
）
　
遠
藤
秀
男
　
『
富
士
山
の
謎
』
　
大
陸
書
房
　
昭
和
四
九
　
二
〇
五
－

　
頁（

注
三
）
　
岩
科
小
一
郎
　
『
山
の
民
俗
』
　
岩
崎
美
術
社
　
眠
和
四
三
　
六
四

　
～
六
五
頁
　
　
　
　
　
「
　
　
，
　
　
　
　
，
’
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
，

（
三
四
）
　
『
吉
江
喬
松
全
集
　
第
六
巻
』
　
「
自
然
美
論
」
　
白
水
社
　
昭
一
六

　
　
　
一
一
二
頁
・
～

（
注
五
）
　
原
文
は
漢
字
。
こ
の
読
下
し
文
は
、
次
の
文
献
に
よ
る
。
志
賀
重

　
昂
　
『
日
本
風
景
論
　
下
』
　
講
談
社
学
術
文
庫
　
昭
和
五
一
　
，
一
五
耳

（
注
六
）
　
井
野
辺
茂
雄
　
『
富
士
の
信
仰
』
　
名
著
出
版
　
昭
和
四
八
　
二
二

　
一
、
頁
　
（
昭
和
三
年
刊
の
復
製
版
）
，

（
注
七
）
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
　
第
三
巻
探
検
，
・
紀
行
瀕
地
誌
東

　
寒
詣
』
　
三
一
書
房
　
昭
和
四
四
　
三
七
七
頁

（
注
八
）
　
井
野
辺
茂
雄
　
『
富
士
の
歴
史
』
名
著
出
版
’
昭
和
四
八
　
五
Q

　
一
～
五
〇
二
頁
　
（
昭
和
三
年
刊
の
復
製
版
〉

　
　
　
　
　
　
　
（
す
み
た
に
・
た
け
毛
　
法
律
政
治
学
主
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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